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北九州市立大学（経済学部） 
 

 

 

ビジネス情報科 新島夢華  
   二島中学校出身 

 

 私は当初、高校卒業後はすぐに就職するつもりで折尾高校に入学しました。しかし、1 年生の夏に大学のオ

ープンキャンパスに行き、進学の道にも興味が湧きました。私は、就職をするにしても、職種や業種など、明

確な夢を持っていませんでした。そのような折、オープンキャンパスで学生の方々と話し、大学で勉強を頑張

りたいと思ったため、3 年生の夏に北九州市立大学への受験を決意しました。私は小論文課外を受講していた

ため、すぐに進学に切り替えることができました。 

私は、商業科推薦で受験しました。試験科目は小論文でした。そのため、3 ヶ月間、何度も先生に添削をして

いただきました。本番は、課題文が難しくて焦りましたが、練習の成果を出すことができたと思います。合格

を知ったときは、大学で勉強を頑張ろうという気持ちが強くなりました。 

 大学入学後は、高校で学んだことを活かしながら、充実した生活を送りたいです。結果を恐れずに、まずは自

分にできることから頑張ってみれば、良い結果が出てくると思います。応援しています。 

 

 

九州女子大学（家政学部生活デザイン学科） 
 

 

生活デザイン科 近藤綾乃 
  文芸部・食物被服部所属 則松中学校出身 

 

 私は九州女子大学に合格内定をいただきました。  

 私が九州女子大学を選んだ理由は、将来の夢に近づくための学びができ、他の大学よりも設備が整っている

ことに魅力を感じたからです。試験内容は面接と作文でした。面接は、面接ノートを書いて、担任の先生に添

削していただき、その内容を覚えるところから始めました。最初の面接練習では、緊張して止まったり噛んだ

りすることが多かったのですが、何度も練習を重ねるうちに、スラスラと言えるようになりました。そればか

りか、準備していない質問でも、もともと考えていた内容を応用して答えられるようになりました。 

 作文はテーマが事前に決まっていたので、原稿用紙に書いてみて先生に添削していただき、書き直してでき

た作文を覚えました。きちんと覚えていたことで、本番も詰まることなく書くことができました。 

 面接ノートや作文の添削や面接練習をしてくださった先生方には、感謝の気持でいっぱいです。後輩の皆さ

ん。試験が近づいてくると不安になることが多いと思いますが不安を消すためにも、練習をたくさんして頑張

ってください。応援しています。 

 受験本番はとても緊張しますが、受験生は誰もが緊張しています。リラックスして、今までの練習の成果を

出し切ってください。応援しています！ 



 

福岡大学（商学部経営学科会計専門形成プログラム） 
 

 

総合ビジネス科 中地まどか 
 バドミントン部所属 岡垣中学校出身 

 

 私は折尾高校に入学し、授業や検定を通じて簿記の面白さに触れ、簿記を学ぶことが好きになりました。こ

の経験から、「この気持ちを将来の職業につなげたい」と考えるようになり、公認会計士を目指すという夢を抱

くようになりました。その実現に向けて、公認会計士試験へのサポートが充実している福岡大学に進学したい

と考えるようになりました。 

 合格に向けて取り組んだことは、3 年生から積極的に参加した小論文の課外授業と、受験直前に行った面接

練習です。どちらも私にとって苦手分野でしたが、練習を重ねることで自信を持てるようになりました。また、

自分の進学先の幅を広げられるよう、1 年生の頃から定期テストや ICAN テストは特に力を入れて勉強しまし

た。部活との両立で大変でしたが、早めに登校し、朝読書が始まるまでの時間に勉強するなど工夫をしていま

した。 

 入学後は、公認会計士試験に合格できるよう、改めて簿記にしっかりと向き合い、日商簿記 1 級レベルの問

題に取り組んでいきます。受験を通じて私は、検定試験の重要性を強く実感しました。検定資格は取得して損

をすることはありません。そのため、積極的に検定取得に挑戦し、ひとつでも多くの検定を取得すると良いと

思います。また、早めに志望校を決めて受験科目を把握し、課外授業などで対策を行い、自信をもって受験出

来るよう頑張ってください。 

 

 

福岡大学（商学部第二部商学科） 
 

 

ビジネス情報科 千草 穂香 
  演劇部所属 浅川中学校出身 

 

 私が福岡大学の商学部第二部を選んだ理由は、将来の夢を叶えるのに最適な環境であると考えたからです。

福岡大学には、高校商業・情報科教員育成プログラムというものがあり、教員になるために必要な資質や専門

的な知識を学ぶことができます。 

私は希望の進路を比較的早く決めていたため、早いうちから資格取得に取り組みました。授業を受けていた日

商 2 級だけでなく、IT パスポートにも挑戦し、取得することができました。また、毎日の授業でも学びを得る

ことを忘れず、評定平均は、4.9 以上を常にキープできるようにしました。さらに受験前には、小論文指導と

面接指導を繰り返し、当日に自信を持って挑めるよう準備しました。 

 大学に入学後は、現在持っている夢を忘れないよう、精進していきたいと思います。 

 希望進路を実現させるためには、普段から努力を怠らないことが必要です。希望進路が定まっていない人も、

日々学びの姿勢を忘れずに頑張ってください。 

 



 

九州産業大学（人間科学部子ども教育学科） 
 

 

生活デザイン科 髙木 優羽 
  野球部所属（マネージャー） 岡垣東中学校出身 

 

 私の将来の夢はプロ野球のウグイス嬢になることです。狭き門であるため２つ目の夢である保育士・幼稚園

教諭の免許取得は必ずしておこうと思っています。九州産業大学の準硬式野球部には｢野球を学び野球から学

ぶ｣というスローガンがあります。マネージャーを続けて、人間性を高めること、部活以外でもアルバイトでア

ナウンスの練習ができ、外部での経験もできること、そして、四年間で必ず、目標である保育士・幼稚園教諭

を取得できることから九州産業大学人間科学部子ども教育学科を選びました。 

 私は評定が 0.1 足りなかったため、指定校推薦を受けることができませんでした。それでも諦めたくなくて、

総合型選抜の育成型を受験をしました。課外を受けたり、過去問や英単語、面接練習では何度も何度も考え書

き直し、家でも練習をしたり、大学の模擬授業を受けてレポートの提出をしました。全力を尽くし、合格する

ことができました。 

    入学後は文武両道を目指してひたむきに頑張ります。 

    後輩の皆さん、1 度ダメだとしても必ずチャンスがあります。絶対に諦めないで最後まで自分の気持ちを

貫きましょう。応援しています。 

    最後に、家族、関わっていただいた先生方、野球部員のみんな、友だち、私を成長させてくれてありがと

うございました。 

 

 

梅光学院大学（国際学部国際言語文化学科） 
 

 

ビジネス情報科 前野暖歩 
 水巻南中学校出身 

 

 私は、梅光学院大学に合格内定をいただきました。志望大学が揺らいでいたのですが、語学に興味があり、

留学したいと思っていたことを先生に伝えたところ、梅光学院大学を勧めてくださいました。そして希望者全

員留学制度があるところに魅力を感じ、志望しました。 

 合格に向け頑張ったことは面接です。過去に聞かれた質問を書き出し、特に多い質問を分析したり、大学に

ついてとても詳しく調べました。面接練習では、最初は言葉に詰まったり、質問に答えられないときもあった

りしました。しかし、先生方からたくさんのアドバイスをいただき、それを参考にしたり、何度も練習を重ね

たりしたことで、本番は、とても楽しく受験することができました。 

 大学進学後は、夢だった留学を経験して語学力を高めたいと考えています。そして、将来の夢であるホテル

コンシェルジュになり、色々な国のお客様に寄り添うことができるように身につけた語学力を活かしたいで

す。 

 受験はとても不安だと思いますが、練習すればした分だけ、本番で力が発揮できると思うので、自信を持っ

て頑張ってください。  

 



 

筑紫女学園大学（文学部日本語・日本文学科） 
 

 

総合ビジネス科 花生和香子 
  書道部所属 洞北中学校出身 

 

 私は図書館司書になるという目標のため、筑紫女学園大学への受験を決意しました。司書を志すようになっ

たきっかけは、読みたい本が見つからず司書の方に相談したところ、親身になって協力してくださったことで

す。資格を活かしたレファレンスサービスに注力して人々の役に立っている姿に感銘を受け、今度は自分が司

書として多くの人の読書や調べ物をサポートしたいと考えました。そのため、文学について幅広く実践的に学

ぶことができ、大学間連携を利用して司書資格が取得できる筑紫女学園大学にとても魅力を感じました。 

 受験に際し、特に力を入れて取り組んだのは面接練習です。過去の先輩方の記録がなかったため、どのよう

な質問をされても答えられるように HP やパンフレットを読み込み、志望学科に関する質問や自分の経験、深

堀りされた質問などを自分なりに考えました。初めの面接練習では、緊張で言葉が詰まったり、声が小さくな

ったりと、スムーズに話すことが出来ていませんでした。しかし、先生方が良かった点を細かく教えてくださ

ったおかげで、前向きに練習に取り組むことが出来ました。練習を重ねていく中で自分の成長を感じ、本番で

も落ち着いて挑むことが出来たと思います。 

 入学後は､司書資格取得に必要な科目や文学の歴史や背景について幅広く学びたいと思います。実践的な経

験も積み､知識とスキルを身につけたいです。 

 商業科と全く異なる学科への進学は珍しい選択かもしれませんが自分の興味や夢に正直になることが大切

だと思います。自分が本当に好きなことや目指したいことについて深く考える時間を持つことで、モチベーシ

ョンも高まるので皆さんも自分らしい進路選択をしてください。  

 

 

梅光学院大学（子ども学部子ども未来学科） 
 

 

ビジネス情報科 谷延美咲 
  女子バスケットボール部所属 水巻中学校出身 

 

 私が梅光学院大学を受験した理由は、将来、小学校で障がい者児童の教育をしたいと思ったからです。梅光

学院大学は、小学校教員の免許を取るために一人一人の先生が個別で指導してくださるなど、大学４年間での

教育実習が充実しています。特に２年次には、教育実習の際、障がい者児童が学ぶクラスを担当することがで

きます。この大学なら将来の夢を叶える環境が整っていると思ったため、受験をしました。 

 入試科目は個人面接だったので、まずは面接ノートを仕上げました。仕上げる際には、担任の先生だけでは

なく、友人や家族などにも添削をしてもらいました。次に、受験が近づいてきたころに先生方に面接指導をし

ていただきました。面接指導の中で指摘していただいた所を修正し、何度も繰り返し練習しました。本番が近

づいてからは、先生方だけではなく友人や家族にも面接指導をしてもらったおかげで、本番は自信を持って臨

むことができました。 

 梅光学院大学に入学後は、初等教育の免許のため為の勉強はもちろんですが、サークル活動やボランティア

活動に参加し、様々な人との交流を深めていくことで、特にコミユニケーション能力を高めたいと思っていま

す。 

 受験本番はとても緊張しますが、受験生は誰もが緊張しています。リラックスして、今までの練習の成果を

出し切ってください。応援しています！ 



 

九州女子短期大学（子ども健康学科） 
 

 

生活デザイン科 中山夢空  
  ソフトボール部所属 洞北中学校出身 

 

 私が九州女子短期大学を選んだ理由は、３つの附属幼稚園があり、高校で学んできた保育の知識を実践に移

すことで、更に深い学びを得ることができ、夢である保育士に近づけると思ったからです。 

 受験科目が国語と英語の筆記テストと面接だったため、合格に向けて夏休みに行われた夏季進路対策講座を

受講したり、自分が受験する前の年の過去問題を何度も繰り返し解いたりしました。また、面接練習の際には

疑問に思ったことを先生方に沢山質問して、自信を持って面接に取り組めるように準備しました。 

 入学後は、保育士に欠かせないピアノ技術の習得や、現場実習を通して保育における現状の問題について学

びを深め、対策法を考え行動に移せるようになっていきたいと考えています。 

 最後に、これから受験生になる皆さんへ。受験をするにあたって、先輩方が残してくださっている受験報告

書はとても参考になりました。特に面接を受ける人は見ておくとよいと思います。自分の夢を叶えるためにも、

諦めずに挑戦することが大切だと思うので、最後まで諦めず頑張ってください。 

 

 

福岡こども専門学校（保育科） 
 

 

生活デザイン科 岡田 武  
   吹奏楽部所属 八児中学校出身 

 

 私は、中学生の頃から子どもが好きで、将来は保育士になろうと志して折尾高校に入学しました。２年生か

らは保育コースを選択し、保育についての勉強や検定の練習に励んできました。そんな中、進学先に福岡こど

も専門学校を選んだ理由は、最短２年間で保育士と幼稚園教諭の資格がダブル取得できるからです。また私は、

受験するまでにオープンキャンパスに５回参加しましたが、とても明るくて過ごしやすい雰囲気に惹かれたこ

とも、志望した理由の一つです。３年生の夏に、指定校推薦を無事いただき、あとは特待生で合格するために

面接練習をするだけとなりました。事前に先生方に頼み、放課後の面接練習に励みました。また、実際に福岡

こども専門学校に伺い、面接練習をさせていただいたことも、面接本番の空気をしっかり感じることができ、

いい経験になりました。その成果もあり、無事特待生として合格することが出来ました。 

 入学後は折尾高校で学んだ保育の基礎知識や、自分の長所であるリーダーシップを活かして、学校全体の雰

囲気を盛り上げたいです。 

この合格体験記を見てくれている後輩の皆さんに言いたいことは 1 つです。進路実現に向けて、今自分ができ

ることを面倒に思わずしっかり積極的に取り組んでいきましょう。努力してコツコツ取り組んで来たことは必

ず実ります。  

 



 

遠賀中央看護助産学校（看護学科） 
 

 

生活デザイン科 山本千愛  
   バレーボール部所属 浅川中学校出身 

 

 私がこの学校を選んだ理由は、2 年生の時に参加したオープンキャンパスで感じたアットホームな雰囲気に

惹かれたからです。先生との距離が近く、質問や相談などにもしっかり耳を傾けて下さり、在校生の先輩方も

とても親切でした。また、国家試験の合格率が他の学校と比べて高かったことも、志望した理由の一つです。

合格に向けて取り組んだことは、面接練習とそれに向けた準備です。卒業した先輩方が書いた受験報告書を見

て、面接で主に聞かれることをピックアップし、質問にあった返答を何度も考えました。そして、多くの先生

方や友達に協力していただき放課後に何度も面接の練習を繰り返したことで、私は無事合格することが出来ま

した。 

 入学後は国家試験合格に向けて日々の勉強を一つ一つ大切にし、努力を怠らないようにしたいと思っていま

す。受験の最初は何をすればいいのか分からないことが多いと思います。しかしたくさんの先生方が丁寧に教

えてくださるので、安心して受験に取り組むことが出来ます。また、面接の練習はやればやるほど上達します。

何度も練習をしておくことで本番でもスムーズに話すことが出来ます。最後まで自分を信じて諦めずに頑張っ

てください。  

 

 

航空自衛隊 
 

 

総合ビジネス科 迫田統也  
  野球部所属 芦屋中学校出身 

 

 私が航空自衛隊を志望した理由は、幼い時から芦屋町に住み、航空自衛官の方々の姿を見て育ってきたこと

で、規律と品格のある航空自衛官に憧れを持ったからです。また、航空自衛官の方々に話を聞いたり、自衛隊

の主催するパワーアドベンチャーという見学会に参加したことで、安定した給料や充実した福利厚生に魅力を

感じたのも志望した理由です。 

  私の受験方法は二種類あり、一つは一般曹候補生、もう一つが自衛官候補生です。どちらも試験内容は筆記、

面接、健康診断で、体力審査はありません。総合的に一般曹候補生の方が試験内容が難しく、私が一番合格出

来るか不安だった部分が、一般曹候補生の筆記でした。私は過去問を解くことで何とか合格しましたが、少な

くとも五年分は解いた方が確実だったと感じています。 

  私は、航空自衛隊で働くことで、少しでも多くの人の役に立とうと決意しています。折尾高校の後輩の皆さ

んにも、自衛隊に入隊するときにはそういった思いを持ってほしいと感じています。  

 



 

株式会社ゼンリン 
 

 

総合ビジネス科 永利心咲  
   水巻中学校出身 

 

 私は 3 年生になるまで進学するか就職するか迷っていました。その中で従姉妹が本校を卒業後、株式会社ゼ

ンリンに就職したという話を聞き、今まで学んできたパソコン操作についての知識が生かせる仕事であると興

味を持ったため、同じ道に進もうという目標が出来ました。そして応募前職場見学で様々な部署の方から会社

についての説明だけでなく、仕事内容を伺い、地図に対する熱い思いや自分の仕事に誇りを持っている姿を目

の前にしたことで更に魅力を感じ、合格を目指して努力してきました。 

 試験内容は個人面接、SPI、適性検査、作文でした。面接では自身の体験したことやその際どのように感じ

たか等を深く質問されるため、3 年生になる前に自己分析を行っておくことが大切です。SPI は、ICAN テス

トの応用のような問題が出題されました。範囲が広いため、まずは ICAN テストで十分な点数を取り、出題傾

向を掴むことがとても重要です。 

 受験対策を通して、何事も早いうちから取り組むことが大切だと、改めて実感しました。これから進路合格

を目指す皆さん頑張ってください。応援しています。  

 

 

トヨタ自動車九州株式会社 
 

 

総合ビジネス科 髙木優奈  
   バレーボール部所属 芦屋中学校出身 

 

 私がトヨタ自動車九州株式会社を進路先に選んだ理由は、世界中の人を笑顔にすることができることに加

え、福利厚生がとてもしっかりとしているからです。社員が利用できるスポーツ施設や長期休暇制度がありこ

れらはモチベーションや生活の質を高めることができ、長く仕事を続けることができると思います。 

 合格するために私が取り組んだのは、面接練習とＳＰＩの勉強です。まず、担任の先生に面接ノートを見て

もらい、自分だからこそ言えるような、具体的な内容にすることから始めました。そして先生方やＯＢの方に

面接を行ってもらい、色々なアドバイスを受け、より良い面接になるよう努めました。また、ＳＰＩは少しで

も空いている時間があったら１、２問だけでも解いてみるなどして、何度も繰り返し解きました。 

 入社後は社会人としての自覚と自分の行動に責任をもち一生懸命頑張りたいです。１、２年生の皆さんは、

自分が後悔しないように、今やるべきことを全力で行って欲しいと思います  

 

 



 

アイリスオーヤマ株式会社 
 

 

ビジネス情報科  福山彩子 
    城山中学校出身 

 

 まず私が進路先にアイリスオーヤマを選んだ理由は、高校 3 年間で学習したことを活かせると考えたからで

す。職種が一般事務なので、私が今まで勉強してきた Excel や電卓の技術をそのまま仕事に活かせるし、簿記

や Word などの検定を取得していると、履歴書にも書くことができ、自分の強みとして受験する会社にアピー

ルできます。ですので、3 年生になって自分の取得した資格を改めて確認したときは頑張ってきてよかったと

思いました。 

 合格に向けて最も頑張ったことは、面接です。毎日放課後遅くまで残り、いつも本番のつもりで面接練習に

臨みました。最初のうちは言葉に詰まって言えなかったところも、回数を重ねるとスラスラと笑顔で話せるよ

うになり自分に自信がつきました。さらに学校行事で積極的に人前に出たり、同級生だけでなく、先生方や先

輩・後輩の皆さんとコミュニケーションを深めたりしたことも、受験先にアピールできる自分の強みとなりま

した。このように、自分にしかない強みを見つけることが、内定への第一歩だと思います。皆さんも自分に自

信をつけ、進路実現に向けて頑張ってください。 

 

 

イオン九州株式会社 
 

 

生活デザイン科 福田亜樹  
   吹奏楽部所属 水巻南中学校出身 

 

 私がイオン九州を選んだ理由は大きく分けて２つあります。一つは基本理念に共感したこと、そしてもう一

つは福利厚生が良かったことです。イオン九州の基本理念は「お客様を原点に平和を追求し、人間を尊重し、

地域社会に貢献する」というものです。私は、お客様の力や支えになりながら、地域に愛され続けるお店を増

やしたいと考えていたため、この基本理念に大変共感しました。また、イオン九州の福利厚生は、ワークライ

フバランス実現に向けての制度や、病気になってしまった方への支援など、働く人に寄り添うような内容にな

っていて、とても働きやすい環境だと思いました。 

 イオン九州の試験は、面接と SPI の２つでした。面接は、過去の報告書を全て読み、聞かれやすい質問など

を徹底的に調べました。SPI は学校で配られた問題集だけでなく、個人で購入したものを使い勉強しました。

どちらも慣れることが大切だったので、とにかく沢山練習しました。その結果、自信を持つことができ、落ち

着いて本番に臨むことが出来ました。 

 皆さんにはそれぞれ別の進路があります。しかし、どの進路に進むとしても、努力は必ず必要になります。

沢山努力してください。そしてその努力を誇りに思ってください。そうすれば受験はもちろん、その他の困難

にもきっと立ち向かうことができるはずです。  

 



 

福岡ひびき信用金庫 
 

 

総合ビジネス科 本川凜果  
   茶道部所属 水巻中学校出身 

 

 私は、１年生まではなんとなく進学を希望していました。しかし、３学期に行われた「卒業生によるキャリ

アフォーラム」を視聴して、就職についても考えるようになりました。進学と就職のメリットとデメリットを

それぞれ挙げ、家族と話し合いを重ねたことで自分の考えが明確になり、最終的に就職を選択しました。私は

ずっと「人に信頼され、頼られる存在になりたい」と考えていました。その思いを実現することができ、なお

かつ私の長所を活かせる企業を探し、ひびき信用金庫を選びました。 

 私は、3 年生の５月頃から、本格的に SPI の問題集を解き始めました。正式に受験先が決まってからはさら

に力を入れ、受験報告書を参考に、教科の先生にも教わりながら、何度も繰り返して解きました。面接練習は

家族や友人に協力してもらいながら、笑顔も含めて完璧になるまで練習しました。 

これから受験を迎える後輩の皆さんは、受験報告書には必ず目を通し、完璧な準備をしてください。また、１・

２年生のころから I CAN テストに真剣に取り組んでおくと、３年になってからの準備がとてもスムーズにな

るので、１度たりとも怠らないように頑張ってください。応援しています。  

 

 

株式会社 日立テクノロジーアンドサービス 

(高エネルギー加速器研究所) 

 
ビジネス科情報 中村龍人   

     則松中学校出身 

 

 私が日立テクノロジーアンドサービスを選んだ理由は、事務職で、就業場所が自宅からでも通える距離だっ

たからです。高校卒業後、私は県外に転居することが決まっていたので、求人を探すこと自体が難しい状況で

した。その中で、進路担当の先生方は私に多くの求人を紹介してくださいました。自宅から通える就業場所で

あり、やりがいを感じられると思ったのが、この日立テクノロジーアンドサービスでした。 

 内定をもらうために、私は何度も先生方の時間をいただいて面接練習をしました。最初は、緊張のあまり自

分の言っていることがわからなくなり、話の着地点を見失うことが多くありました。しかし、面接練習の回数

を重ねていくことで、少しずつ面接の雰囲気に慣れていきました。度重なる面接練習の中で、私は焦らずに質

問に答えられるようになりました。その後も、何度も何度も面接練習を繰り返し、何回やったかも分からなく

なるほど努力した結果、無事内定をいただくことができました。 

 入社後は、慣れない環境ということもあるため、何かと苦労するかもしれませんが、その中でも折れずに全

身全霊で頑張っていきたいです。 

 後輩の皆さん、面接は回数をこなすことが重要です。緊張で心身ともに疲弊するとは思います。しかし、そ

れを乗り越え、努力を積み重ねた者が内定を手にすることができるのです。諦めずに頑張ってください。応援

しています。  

 



 

株式会社梅の花 
 

 

生活デザイン科 永井咲羽  
   書道部所属  岡垣中学校出身 

 

 私は株式会社梅の花青葉台店に内定をいただきました。私が進路先に梅の花を選んだ理由は、過去に祖父の

古希のお祝いで梅の花を利用させていただいたことがあり、店内の上品な雰囲気と美味しい料理、丁寧な接客

に心惹かれ私もこのようなところで働きたいと思ったからです。 

 試験内容は、面接・一般常識・作文でした。まず、面接ノートを作ることから始めました。会社について詳

しく調べたり、過去の受験報告書を見たりして、自分なりに質問を追加して練習しました。面接は、面接ノー

トを暗記するというよりも、言う内容をざっくり覚えたほうが上手に答えることができます。最初は緊張して

上手に受け答えができなかったので、慣れるように面接練習を何度も頑張りました。一般常識は配られた問題

集を繰り返し解いて、作文は過去に出題された問題を数年分書いて対策をしました。 

 入社後は、常に学び続け、仕事を通じて自分を成長させることを大切にしていきたいです。後輩の皆さん、

試験は緊張するかもしれませんが、大切なのは自分を信じて、これまで準備してきたことをしっかり表現する

ことです。頑張ってください。  

 

 

 

 

 

  


